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図３　池島・福万寺遺跡の島畠景観（16世紀）

耕作地（水田・畠）
の耕作

耕作地を掘り下げて
島畠を造成

島畠・水田の耕作

耕作地の上面

作　土 盛土・
加工時形成層

氾濫堆積物

作　土 盛　土 氾濫・破堤
堆積物

水田の埋没

島畠の造成

島畠・水田の耕作

島畠・水田の埋没

島畠の復旧

・造成前の耕作地が畠の場合　　Ａ類

・造成前の耕作地が水田の場合　Ｂ類
　造成前が水がかりの悪い不安定な水田　Ｂ１類
　造成前が安定耕作可能な水田　　　　　Ｂ２類

※微高地開発型は、造成前が非耕作域の場合であり、
　造成プロセスはこの類型に類似する。　

耕作地地下げ型 洪水復旧型

図 4　島畠の分類
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図５　９世紀以降の酸素同位体比変動と河内平野における堆積環境変化・人間活動の関係
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島畠増加

考古遺物などから推定される各層準の年代

第１a層　　   19 世紀以降

第１b層　　   18 世紀後半～ 19世紀初頭

第 2-1a 層　    18 世紀

第 2-2a 層　    17 ～ 18 世紀？

第 2-3a 層　    16 世紀末～ 17世紀

第 2-3b 層　    16 世紀中頃～後半

第 3-2a 層　　 15 世紀末～ 16世紀中頃

第 4-1a 層　　 15 世紀後半

第 6-1a 層　　 12 世紀後半～ 14世紀前半

第７層　　　   11 世紀後半～ 12世紀後半

第８a層　　    10 世紀前半～ 11世紀後半

第 10ｂ層　  　弥生時代後期後半

第 11-1 層　　 弥生時代後期後半

第 11-2a 層　   弥生時代後期後半

第 11-3a 層　   弥生時代後期前半

※●○は１％未満，＋は木本花粉 100 個体未満

の試料について検出した種類を示す．

（辻本・辻〔 2002〕の花粉分析ダイアグラムから、樹木花粉のデータのみを抽出して図示）

図６　池島・福万寺遺跡（福万寺Ⅰ期地区）における樹木花粉の変化
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　　河内湖
（勿入渕、広見池）

沖積リッジⅡＡの形成
（長瀬川・玉串川流域など）

河内湖周辺・後背湿地の低湿化
（11世紀後半～ 12世紀以降）

堆積環境の変化

山地における樹木伐採の進行
→良質な材木の減少

山地資源の人為的管理

山地における人間活動

河川人工堤防の整備（特に 13世紀以降）

洪水復旧型島畠の形成
排水路（楠根川・恩智川）
の整備（11世紀以降）

水田域の整備

10 世紀末以降 12世紀にかけて湿潤化が進行

12世紀後半から 14世紀は数十年周期で激しく変動

降水量変動

　沖積低地
（集落・水田域）

山　地

水田作土の地力保持
（刈敷）

人間活動の活発化

堆積環境の変化

土砂災害の頻発化

沖積リッジの形成

草木の採取

森林破壊

土砂流出量の増加

洪水復旧型島畠の発達

はげ山・草山化

材木・燃料・牛馬の飼料
として利用

15 ～ 17 世紀

15 ～ 16 世紀前半は数十年周期で激しく変動

16世紀後半以降は湿潤化が進行（18世紀前半がピーク）

降水量変動12 ～ 14 世紀

図７　河内平野における中世の島畠発達の背景
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